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“農の魅力を産み出す”人材の育成と支援体制の構築1

第１章　施策の体系
　目標や将来像の実現に向け、あらゆる危機事象に負けない「新防災」と、賢く稼げる「スマート化」

により、農の魅力を「産み出す」人材の育成と支援体制の構築、「届ける」みやざきアグリフードチェー

ンの実現、「支える」力強い農業・農村の実現の３つの視点による各種施策を展開します。

持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
み
や
ざ
き
農
業
の
実
現
を
目
指
し
て

（１）次代を担うみやざきアグリプレーヤーの確保・育成
① 新規就農・参入支援による人材の確保
② 地域農業をけん引する中核的人材の育成
③ 多様な農業者が活躍できる環境づくり

“農の魅力を届ける”みやざきアグリフードチェーンの実現２
（１）スマート生産基盤の確立による産地革新

① スマート農業技術の普及・高度化
② 効率的な生産基盤の確立
③ 分業による生産体制の構築
④ 安定した生産量の確保
⑤ 産地加工機能の強化
⑥ 産地革新を進める試験研究・普及の強化

“農の魅力を支える”力強い農業・農村の実現3
（１）次世代に引き継ぐ魅力あふれる農山村づくり ① 地域の多様な人材が協働して稼げる体制の強化

② 集落の魅力を発揮し未来につなげる農山村づくり

（２）持続的で安全・安心な農業・農村づくり

品目・畜種別振興

地域別振興

① 資源循環型産地づくりとエネルギー転換の推進
② 災害に強く持続可能な生産基盤の確立
③ 家畜防疫体制の強化
④ 植物防疫体制の強化
⑤ 安心して営農するための農業セーフティネットの推進
⑥ 環境に優しい農業の展開
⑦ 食料・農業・農村に対する県民の理解醸成

（２）産地とマーケットをつなぐ流通構造の変革 ① 物流の効率化と供給機能の強化

（３）産地と流通の変革を生かした販売力の強化
① 共創ブランディングの展開
② 食資源の高付加価値化に向けた取組の強化
③ 世界市場で稼ぐ戦略的輸出体制の整備

（２）産地サポート機能を有する新たな体制の構築
① 農業支援サービスの充実・強化
② 経営資源・技術の円滑な承継
③ 多様な雇用人材の確保・調整

米

中部 南那珂 北諸県 西諸県 児湯 東臼杵 西臼杵

施設野菜 露地野菜 肉用牛 酪農 養豚 養鶏 その他家畜 飼料作物花き 果樹 茶 その他作物
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